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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
真
・
恋
姫
無
双
　
～
暗
闇
か
ら
の
希
望
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
８
４
１
Ｚ

【
作
者
名
】

　
ふ
も
っ
ふ

【
あ
ら
す
じ
】

　
闇
か
ら
の
守
護
者
と
し
て
生
き
た
彼
女
の
、
転
生
ネ
タ
で
す
。

不
定
期
更
新
＆
独
断
と
偏
見
が
多
い
で
す
が
、
多
目
に
見
て
く
だ
さ
い
ｍ
（
＿

＿
）
ｍ
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第
壱
話
 
 

［
序
章
］
（
前
書
き
）

改
め
て
、
よ
ろ
し
く
デ
ス
♪

第
壱
話
で
す
。
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第
壱
話
 
 

［
序
章
］

一
人
の
人
間
が
、
闇
夜
を
歩
い
て
い
る
。

外
装
を
羽
織
っ
て
い
る
の
で
、
顔
は
分
か
ら
な
い
が
・
・
・

あ
え
て
、
違
う
所
を
挙
げ
る
な
ら
・
・
・

背
中
に
、
【
大
剣
】
を
背
負
っ
て
い
る
の
だ
。

『
・
・
・
主
！
来
た
よ
う
だ
ぞ
。
』

不
意
に
、
背
中
の
【
大
剣
】
か
ら
《
声
》
が
発
せ
ら
れ
る
。

［
主
と
呼
ば
れ
た
者
］
は
【
大
剣
】
を
抜
剣
し
、
歩
く
の
を
止
め
る
。

ほ
ぼ
同
じ
に
、
周
囲
に
は
異
形
な
出
で
立
ち
の
【
モ
ノ
】
が
現
れ
る
。

『
今
回
も
、
気
を
抜
く
な
よ
？
』

【
大
剣
】
か
ら
念
を
押
さ
れ
、
［
そ
の
者
］
は
無
言
で
頷
く
と
【
異
形
の
モ
ノ

達
】
に
立
ち
向
か
い
、
殲
滅
し
て
行
く
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

ど
れ
だ
け
、
時
間
が
過
ぎ
た
だ
ろ
う
か
・
・
・
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【
大
剣
】
を
振
り
抜
く
と
【
異
形
の
モ
ノ
達
】
は
、
全
て
無
に
帰
っ
て
行
く
・
・

・『
・
・
・
今
回
も
、
無
事
に
終
わ
っ
た
な
。
主
よ
。
』

【
大
剣
】
は
、
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
た
。

「
・
・
・
ん
。
」

［
そ
の
主
］
は
、
一
言
だ
け
答
え
る
と
歩
き
始
め
た
。

『
し
か
し
、
主
・
・
・
。
あ
の
様
な
【
物
】
を
守
る
の
も
、
難
儀
だ
な
。
』

「
・
・
・
仕
方
な
い
。
仕
事
だ
。
」

【
大
剣
】
が
困
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
話
す
が
、
［
そ
の
者
］
は
割
り
切
っ
た
口

調
で
答
え
る
だ
け
で
あ
る
。

【
あ
る
鏡
を
、
守
る
】
・
・
・

［
そ
の
者
］
は
懐
に
あ
る
、
古
ぼ
け
た
鏡
の
よ
う
な
物
を
取
り
出
す
。

『
仕
事
を
請
け
負
っ
て
か
ら
、
【
奴
ら
】
の
遭
遇
率
が
高
い
・
・
・
。
沈
静
化

し
て
き
て
い
る
が
な
。
気
を
付
け
よ
、
主
。
』

「
分
か
っ
て
る
・
・
・
分
か
っ
て
い
る
さ
、
紅
。
」

く
れ
な
い

懐
に
鏡
を
戻
す
と
【
大
剣
】
・
・
・
紅
に
、
主
は
告
げ
た
。

く
れ
な
い
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後
に
・
・
・

【
こ
の
鏡
】
に
よ
る
波
乱
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
彼
女
は
、
ま
だ
知
ら
な
い
・

・
・
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第
壱
話
 
 

［
序
章
］
（
後
書
き
）

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

次
回
、
転
生
す
る
カ
ン
ジ
で
す
。

そ
れ
で
は
次
回
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
ｍ
（
＿
＿
）
ｍ
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第
弍
話
［
転
生
］
（
前
書
き
）

遂
に
、
転
生
し
ま
す
。
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第
弍
話
［
転
生
］

日
本
、
某
所
・
・
・

駅
近
く
に
あ
る
居
酒
屋
、
【
つ
か
さ
】
・
・
・

獅
子
神
麗
奈
は
、
そ
こ
で
働
い
て
い
る
。

「
・
・
・
ま
た
、
来
い
。
」

無
愛
想
丸
出
し
で
彼
女
は
最
後
の
【
お
客
】
に
告
げ
、
の
れ
ん
を
下
げ
る
。

こ
の
口
調
と
美
貌
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
、
今
で
は
常
連
の
客
が
多
く
来
店
す
る
。

「
・
・
・
麗
～
奈
～
。
」

困
り
顔
で
、
彼
女
に
話
し
か
け
た
の
は
他
で
も
な
い
・
・
・

母
で
あ
り
女
将
の
、
【
獅
子
神
つ
か
さ
】
で
あ
る
。

「
・
・
・
こ
れ
、
仕
方
な
い
。
」

「
ま
ぁ
、
そ
う
な
ん
だ
け
ど
・
・
・
。
」

麗
奈
は
普
段
か
ら
、
こ
の
様
な
口
調
で
話
す
事
が
多
い
か
ら
か
、
つ
か
さ
は
気

に
し
て
い
る
素
振
り
は
な
い
。

そ
う
、
彼
女
と
麗
奈
は
、
実
の
親
子
で
は
な
い
か
ら
だ
。
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「
・
・
・
じ
ゃ
あ
、
帰
る
か
ら
。
」

麗
奈
は
、
そ
う
告
げ
る
と
【
紅
】
と
［
鏡
］
の
入
っ
た
バ
ッ
グ
を
手
に
取
る
と

店
を
出
た
。

『
・
・
・
主
よ
。
』

帰
宅
途
中
、
【
紅
】
が
彼
女
に
話
し
か
け
た
。

『
・
・
・
妙
に
、
静
か
だ
。
［
奴
ら
］
と
も
違
う
故
、
［
ア
レ
］
に
も
気
を
付

け
よ
。
』

「
・
・
・
ん
。
了
解
。
」

頷
き
、
周
囲
を
気
に
し
な
が
ら
バ
ッ
グ
を
確
認
す
る
。

し
か
し
次
の
瞬
間
、
お
も
む
ろ
に
［
鏡
］
が
光
り
出
し
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に

彼
女
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。
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第
弍
話
［
転
生
］
（
後
書
き
）

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

次
回
、
［
第
参
話
　
流
浪
］

よ
ろ
し
く
デ
ス
♪
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第
参
話
［
流
浪
］
（
前
書
き
）

遂
に
、
転
生
し
ま
し
た
。
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第
参
話
［
流
浪
］

～
山
中
、
山
道
～

『
・
・
・
る
じ
。
・
・
・
主
！
』

【
紅
】
の
呼
び
掛
け
で
、
彼
女
・
・
・
麗
奈
は
、
目
を
覚
ま
す
。

「
・
・
・
く
れ
・
・
・
な
い
？
？
」

『
気
が
付
か
れ
た
か
・
・
・
主
。
』

「
此
処
・
・
・
は
？
」

麗
奈
は
立
ち
上
が
り
、
周
囲
を
見
渡
す
。

『
・
・
・
分
か
ら
ん
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
ま
ま
は
マ
ズ
い
な
。
』

【
紅
】
に
促
さ
れ
、
麗
奈
は
下
山
す
る
こ
と
に
し
た
の
だ
が
・
・
・

『
・
・
・
主
。
あ
れ
は
村
の
よ
う
だ
が
、
様
子
が
お
か
し
い
。
』

「
・
・
・
ん
。
つ
い
で
だ
し
、
情
報
・
・
・
集
め
る
。
」

『
了
解
だ
。
主
・
・
・
無
茶
は
、
す
る
な
よ
。
』

前
方
に
見
え
る
村
に
は
、
所
々
で
煙
が
上
が
っ
て
い
る
様
で
、
麗
奈
は
頷
く
と

【
紅
】
を
帯
剣
し
て
村
へ
急
い
だ
。
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

～
村
入
口
～

「
・
・
・
酷
い
。
」

『
ど
う
や
ら
、
何
か
に
襲
わ
れ
た
後
だ
っ
た
よ
う
だ
な
。
』

こ
の
村
に
来
た
時
に
は
、
す
で
に
遅
く
・
・
・

家
々
は
無
惨
に
も
、
ほ
と
ん
ど
面
影
は
無
く
・
・
・

生
存
者
も
、
絶
望
的
と
思
わ
れ
た
が
・
・
・

「
・
・
・
さ
ん
。
母
さ
ん
。
」

『
！
！
・
・
・
主
、
奥
の
方
で
人
の
気
配
だ
。
』

麗
奈
は
【
紅
】
を
抜
け
る
体
勢
で
奥
へ
進
ん
で
行
く
と
、
事
切
れ
よ
う
と
す
る

女
性
と
娘
の
姿
を
見
つ
け
た
。

「
・
・
・
何
が
、
あ
っ
た
？
」

麗
奈
は
無
愛
想
な
が
ら
も
、
そ
の
母
子
に
確
認
す
る
。

娘
は
麗
奈
に
驚
き
つ
つ
・
・
・

「
ぞ
・
・
・
賊
で
す
。
食
糧
を
奪
い
、
後
は
・
・
・
。
」
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「
見
た
有
り
様
・
・
・
か
。
」

麗
奈
は
、
辺
り
を
見
渡
す
。

「
父
さ
ん
達
も
、
や
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
・
・
・
。
」

娘
も
泣
き
な
が
ら
、
答
え
る
。

「
・
・
・
賊
、
何
処
？
」

そ
い
つ
ら

眉
間
に
シ
ワ
を
寄
せ
、
麗
奈
は
問
い
た
だ
す
。

「
あ
ち
ら
の
山
に
あ
る
、
洞
窟
に
・
・
・
。
」

「
旅
の
人
・
・
・
お
願
い
し
ま
す
。
」

母
子
は
賊
の
棲
み
か
と
思
わ
れ
る
方
角
を
示
し
、
す
が
り
付
く
よ
う
に
懇
願
し

た
。

「
・
・
・
任
さ
れ
た
。
」

頷
い
た
麗
奈
は
、
賊
の
棲
み
か
へ
と
突
き
進
む
。
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第
参
話
［
流
浪
］
（
後
書
き
）

大
晦
日
に
、
投
稿
完
了
出
来
た
～
。

次
回
は
、
ま
だ
未
定
で
す
。

本
年
も
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

来
年
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
ｍ
（
＿
＿
）
ｍ
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第
肆
話
［
殲
滅
］
（
前
書
き
）

２
０
１
２
年
、
始
ま
り
ま
し
た
ね
。

未
熟
者
で
す
が
、
今
年
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
ｍ
（
＿
＿
）
ｍ

と
り
あ
え
ず
、
こ
ん
な
感
じ
か
な
？
っ
て
所
で
す
ね
。

文
才
が
、
あ
ま
り
無
い
者
で
す
の
で
・
・
・
（
汗
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第
肆
話
［
殲
滅
］

～
夜
、
洞
窟
前
～

『
彼
処
だ
な
・
・
・
主
。
し
か
も
、
数
は
２
０
０
程
度
の
様
だ
だ
が
《
ア
レ
》

を
使
う
の
か
？
』

麗
奈
は
頷
い
て
、
紅
を
振
り
抜
く
と
・
・
・

「
・
・
・
《
剣
魔
鎧
装
》
！
」

そ
う
言
う
と
、
彼
女
・
・
・
麗
奈
は
、
黒
い
鎧
を
纏
っ
た
姿
に
変
わ
る
。

『
・
・
・
愚
問
だ
っ
た
か
。
主
、
さ
っ
さ
と
終
わ
ら
せ
よ
う
。
』

【
紅
】
の
言
葉
に
頷
く
と
、
走
り
出
す
。

数
刻
後
・
・
・

叫
び
声
と
共
に
、
男
達
が
飛
び
出
し
て
く
る
。

「
う
わ
ぁ
ぁ
ぁ
っ
！
」

「
何
な
ん
だ
？
・
・
・
あ
い
つ
？
」

「
お
頭
、
早
く
！
」

賊
の
数
名
と
、
お
頭
と
呼
ば
れ
た
男
と
洞
窟
か
ら
出
て
き
た
。
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「
あ
い
つ
、
強
す
ぎ
る
・
・
・
！
！
」

そ
う
言
う
と
同
時
に
、
黒
い
鎧
を
纏
い
し
者
・
・
・

麗
奈
が
彼
ら
の
前
へ
、
走
り
込
み
・
・
・

《
・
・
・
死
ね
。
》

す
れ
違
い
様
、
大
剣
が
振
る
わ
れ
・
・
・

【
彼
女
】
は
、
そ
の
ま
ま
村
へ
帰
還
す
る
形
を
取
っ
た
。

そ
し
て
・
・
・

後
に
残
っ
た
の
は
、
絶
命
し
た
賊
達
の
死
体
だ
け
だ
っ
た
・
・
・
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第
肆
話
［
殲
滅
］
（
後
書
き
）

作
者
な
り
の
、
戦
闘
場
面
で
す
。

ご
指
摘
、
ご
指
導
あ
れ
ば
、
よ
ろ
し
く
で
す
。
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第
伍
話
［
旅
立
］
（
前
書
き
）

や
っ
と
、
投
稿
出
来
ま
し
た
。

ま
だ
有
名
人
は
、
出
さ
な
い
予
定
で
す
け
ど
、
温
か
い
目
で
読
ん
で
み
て
下
さ

い
。
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第
伍
話
［
旅
立
］

～
村
入
口
～

太
陽
が
沈
む
頃
、
彼
女
は
村
へ
戻
っ
て
来
た
。

《
鎧
装
解
除
》

機
械
的
な
声
と
共
に
、
鎧
が
解
除
さ
れ
る
。

『
主
、
鎧
装
の
召
喚
可
能
が
証
明
で
き
た
な
・
・
・
』

「
紅
・
・
・
。
と
り
あ
え
ず
、
あ
の
娘
の
所
に
行
く
。
話
す
と
、
怖
が
る
。
」

こ

麗
奈
は
紅
の
言
葉
を
聞
き
つ
つ
、
生
き
残
っ
た
娘
の
所
に
向
か
う
。

「
あ
・
・
・
」

彼
女
は
、
麗
奈
が
戻
っ
た
こ
と
に
少
し
驚
く
も
・
・
・

「
・
・
・
全
部
、
終
わ
っ
た
。
も
う
、
大
丈
夫
。
」

そ
の
言
葉
に
、
安
堵
の
表
情
を
見
せ
た
。

「
・
・
・
そ
う
い
え
ば
、
ま
だ
名
乗
っ
て
な
か
っ
た
で
す
ね
。
姓
は
【
神
】
、

名
は
【
羽
】
、
字
は
【
月
花
】
と
申
し
ま
す
。
貴
女
の
名
と
、
此
方
へ
の
理
由

は
？
」
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彼
女
・
・
・
神
月
花
は
、
麗
奈
に
尋
ね
た
。

「
私
は
、
【
獅
子
神
　
麗
奈
】
。
獅
子
神
が
性
、
麗
奈
が
名
。
旅
・
・
・
し
て

る
。
さ
っ
き
の
賊
は
？
」

麗
奈
は
来
た
理
由
を
、
と
っ
さ
に
誤
魔
化
し
・
・
・
賊
の
事
を
聞
く
。

「
獅
子
・
・
・
神
さ
ん
。
珍
し
い
名
前
で
す
ね
。
え
っ
と
、
賊
に
つ
い
て
で
す

け
ど
・
・
・
」

そ
し
て
、
神
月
花
は
話
し
始
め
た
・
・
・

こ
の
地
で
は
、
姓
・
名
・
字
・
真
名
が
あ
る
こ
と
・
・
・

朝
廷
の
弱
体
化
に
よ
る
、
賊
の
出
現
が
多
い
こ
と
・
・
・

特
に
多
い
の
が
［
黄
巾
党
］
と
言
う
賊
で
あ
り
、
今
回
も
末
端
に
襲
わ
れ
た
ら

し
い
こ
と
・
・
・

後
々
、
大
き
な
乱
世
が
起
こ
る
こ
と
・
・
・

「
・
・
・
神
羽
。
」

「
は
い
。
」

「
黄
巾
党
っ
て
ヤ
ツ
・
・
・
ツ
ブ
す
旅
、
私
・
・
・
す
る
。
神
羽
、
ど
う
す
る

？
」

麗
奈
の
急
な
申
し
出
に
、
神
羽
は
・
・
・
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「
御
一
緒
し
ま
す
。
お
一
人
だ
と
、
大
変
で
し
ょ
う
し
・
・
・
」

「
た
く
さ
ん
、
人
が
死
ぬ
所
・
・
・
見
る
。
無
理
・
・
・
し
な
い
。
」

麗
奈
の
、
忠
告
に
彼
女
は
・
・
・

「
大
丈
夫
で
す
よ
。
こ
れ
か
ら
は
、
手
の
届
く
人
を
助
け
た
い
で
す
か
ら
ね
。
」

「
・
・
・
ん
。
」

決
意
の
言
葉
で
、
麗
奈
は
納
得
す
る
。

「
そ
う
だ
。
こ
れ
か
ら
は
、
私
を
真
名
の
【
咲
】
と
呼
ん
で
下
さ
い
。
」

「
・
・
・
分
か
っ
た
。
私
も
、
麗
奈
で
良
い
。
」

「
は
い
、
麗
奈
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

そ
し
て
、
二
人
の
新
た
な
る
戦
い
の
幕
が
あ
が
る
。
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第
伍
話
［
旅
立
］
（
後
書
き
）

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

次
回
も
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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幕
間
［
人
物
］
（
前
書
き
）

こ
こ
ま
で
の
、
人
物
紹
介
で
す
。
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幕
間
［
人
物
］

【
獅
子
神
　
麗
奈
】

《
し
し
が
み
　
れ
な
》

２
０
歳
、
女
性
で
無
愛
想
だ
が
、
優
し
い
面
を
持
つ
。

紅
と
出
会
い
、
守
り
し
者
と
し
て
戦
う
。

持
っ
て
い
た
【
鏡
】
の
力
に
よ
っ
て
、
《
真
・
恋
姫
無
双
》
の
世
界
へ
降
り
立

つ
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

【
紅
】

《
く
れ
な
い
》

意
思
を
持
つ
大
剣
で
、
魔
導
機
。

大
剣
と
獣
の
２
形
態
に
、
変
形
可
能
で
あ
る
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

【
神
　
奉
　
月
花
　
咲
】

《
じ
ん
　
ほ
う
　
げ
っ
か
　
さ
き
》

麗
奈
が
助
け
た
村
の
最
後
の
生
き
残
り
と
な
っ
た
、
１
５
歳
の
女
の
娘
。

主
人
公
の
右
腕
と
し
て
、
同
行
す
る
。
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幕
間
［
人
物
］
（
後
書
き
）

と
り
あ
え
ず
、
こ
ん
な
カ
ン
ジ
で
す
。



28

第
陸
話
［
旅
路
］
（
前
書
き
）

作
者
な
り
に
、
悩
み
ま
し
た
。

と
り
あ
え
ず
、
読
ん
で
み
て
下
さ
い
。
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第
陸
話
［
旅
路
］

神
羽
こ
と
【
咲
】
と
旅
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
獅
子
神
麗
奈
と
大
剣
【
紅
】
・

・
・

旅
を
続
け
る
中
、
黄
巾
党
の
殲
滅
を
行
う
こ
と
数
回
・
・
・

各
地
に
て
、
か
の
よ
う
な
噂
が
流
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

《
黒
き
化
神
》
、
《
黒
き
獣
》
・
・
・

そ
し
て
現
在
、
こ
ち
ら
は
広
州
の
村
に
あ
る
宿
屋
の
部
屋
・
・
・

「
は
あ
・
・
・
」

「
咲
・
・
・
ど
う
し
た
？
」

『
主
・
・
・
彼
女
も
、
大
変
な
ん
だ
ろ
う
。
』

「
ん
も
～
・
・
・
。
紅
さ
ん
っ
て
ば
最
初
は
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
よ
。
」

そ
う
、
旅
を
初
め
て
間
も
な
い
頃
・
・
・

彼
女
、
神
羽
も
紅
が
会
話
で
き
る
と
は
、
思
わ
な
か
っ
た
［
ま
ぁ
、
そ
れ
が
当

然
の
見
解
］
。

し
か
し
、
慣
れ
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
・
・
・
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数
あ
る
戦
い
で
、
普
通
に
会
話
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
・
・
・

「
そ
れ
に
し
て
も
、
麗
奈
さ
ん
・
・
・
こ
れ
か
ら
、
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
？
」

「
？
？
？
」

「
い
ず
れ
は
、
黄
巾
党
と
の
大
き
な
戦
い
に
な
る
と
噂
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時

は
、
ど
う
さ
れ
ま
す
？
」

そ
う
・
・
・

旅
を
す
る
中
で
噂
さ
れ
る
、
黄
巾
党
と
の
大
戦
・
・
・

そ
れ
を
殲
滅
せ
ん
と
す
る
、
勢
力
達
・
・
・

曹
家
、
孫
家
、
袁
家
、
劉
家
・
・
・

果
た
し
て
、
麗
奈
達
の
運
命
や
如
何
に
？
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第
陸
話
［
旅
路
］
（
後
書
き
）

い
か
が
で
し
た
か
？

ご
指
摘
等
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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